
完成図 組立部品

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

Ver.1.0

転倒防止用金具

木製イーゼルタイプTVスタンド(100-PL032シリーズ)組立説明書

※部品の欠品や破損があった場合は、 品番（100-PL032Mなど）と上記の部品番号（①～　）と部品名（丸ナットGなど）を
　お知らせください。

①メインフレームA×1本

②脚B×４本

③左フレームC×1本

④右フレームD×1本

⑤ブラケットE×１個

⑥ディスプレイブラケットF×2本

⑦丸ナットG×2個 ⑧ケーブルホルダーH×6個

⑨木ネジI（4.2×12mm）×6本

⑩ボルトJ（M6×35mm）×8本

⑪ボルトK（M6×70mm）×4本

⑫六角レンチL×1本

⑬六角レンチM×1本

⑭ボルトM-A（M6×14mm）×4本

⑰ボルトM-D（M8×35mm）×4本

⑱ワッシャーM-E
×4枚

⑮ボルトM-B（M8×16mm）×4本

⑯ボルトM-C（M6×30mm）×4本

⑲スペーサー小M-F
×4個

⑳スペーサー大M-G
×4個

ワイヤーP-A×1本

ワイヤーホルダーP-B×2個

ワッシャーP-Ｇ×2枚　　

アンカーP-Ｆ×1本

タッピングボルトP-Ｅ（4.8×38mm）×1本

ワイヤーストッパーP-Ｄ×2個

転倒防止金具P-C×1個

ディスプレイ取付け用ボルト類

使用ボルト類

＜用意していただくもの＞

・プラスドライバー
・毛布など
・手袋（ケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

＜組立てに必要な人数＞
大人2人以上



1手順

3手順 4手順

2手順＜上から見た図＞

＜上から見た図＞

取外す

取外す

⑫六角レンチL

⑫六角レンチL

※六角レンチLで押してコーナーカバーを
　取外します。

①メインフレームA

コーナーカバー

コーナーカバー

コーナーカバー

①メインフレームA

①メインフレームA

①メインフレームA

②脚B

⑩ボルトJ

①メインフレームA

⑩ボルトJ

⑩ボルトJ

⑩ボルトJ

②脚B
②脚B

⑩ボルトJ（M6×35）

⑩ボルトJ（M6×35）

⑩ボルトJ（M6×35）

＜上から見た図＞

⑫六角レンチL

①メインフレームA

⑩ボルトJ

②脚B

＜上から見た図＞

⑫六角レンチL

①メインフレームA

⑩ボルトJ

②脚B

⑫六角レンチL

※この穴を押します。

押す

押す



5手順 6手順

7手順 8手順

②脚B ⑩ボルトJ（M6×35）

＜上から見た図＞
下図のようにコナーカバーの丸穴を
メインフレームAに向けます。

コーナーカバー①メインフレームA

コーナーカバー

起こす

⑩ボルトJ（M6×35）
※上下2段階の高さが選べます。
※左右の取付け位置は同じ高さにします。

⑬六角レンチM

⑩ボルトJ
※ボルトは緩めに
   取付ます。

③左フレームC

④右フレームD

上

ボルトの頭がある方を
上にします。

⑤ブラケットE

①メインフレームA

⑩ボルトJ

＜上から見た図＞

⑩ボルトJ

⑫六角レンチL

※左右フレームの穴を同じ方向にします。



10手順

12手順11手順

9手順

後

後

＜上から見た図＞

⑦丸ナットGの溝は、フレームと
平行にします。

③左フレームC

④右フレームD

⑦丸ナットG

⑪ボルトK（M6×70）

※全てのボルトを
　締め込みます。

⑪ボルトK

④右フレームD

③左フレームC

①メインフレームA

②脚B

＜手前から見た図＞

⑫六角レンチL

⑪ボルトK

①メインフレームA

起こす

※ネジはなくさないで下さい。後に使用します。
※同様にもう一方のディスプレブラケットFの
　ストッパーを開きます。

⑴ネジを取外します。

⑵開きます。

ストッパー

⑥ディスプレイブラケットF



13手順

ボルト

取付け穴断面図

突起に干渉している

ディスプレイ本体

⑥ディスプレイブラケットF

⑥ディスプレイブラケットF

⑤ディスプレイブラケットＦ
   (厚み約1.6mm)

ボルトとスペーサーの長さを
選ぶ際は、ブラケットの厚み
＋ワイヤーホルダーP-Bの厚み
を加味してご用意ください。

ワイヤーホルダーP-B
(厚み約２mm)

15mm5mm

⑲スペーサー小M-F ⑳スペーサー大M-G

　

※複数のスペーサーを組み合わせて使用することができます。

⑲スペーサー小M-F
⑳スペーサー大M-G

ボルト穴部分にくぼみがある場合 ディスプレイの突起とディスプレイブラケットが干渉する場合

※スペーサー小M-F、大M-H
　を使用してください。

※複数のスペーサーを
　組み合わせて使用する
　ことができます。

⑲スペーサー小M-F

⑳スペーサー大M-G

毛布など

上

ディスプレイ背面

⑤ディスプレイブラケットＦ

※付属のボルトが最後まで締まらない、
　またボルトが少ししか回っていないなど、ボルトが合わない
　場合は、強度に十分ご注意の上、市販の適切なサイズのボルト
　をご用意ください。

ボルトM-A～D

ワイヤーホルダーP-B

上のねじ穴に取付けます。

下のねじ穴に取付けます。

ディスプレイに付属しているスタンド類は取外してください。
スタンド類の取外し方法はディスプレイの取扱説明書を　　
ご参照ください。

毛布などを下に敷き、ディスプレイへの傷や破損に十分
ご注意ください。

ボルトが長すぎるとディスプレイを破損する場合があり
ます。
また、ボルトが短すぎるとディスプレイがしっかりと固
定できず脱落する恐れがあります。
取付けに適したボルトの長さは各ディスプレイによって
異なります。
必ずディスプレイの取扱説明書や、メーカーへの問い合
わせなどでご確認の上、取付けるボルトの長さを決めて
ください。

ディスプレイブラケットＦ取付け位置の注意

ボルト選定時の注意

上

⑱ワッシャーM-E

ワイヤーホルダーP-B

⑱ワッシャーM-E

⑱ワッシャーM-E

⑱ワッシャーM-E
   (厚み約1.6mm)



14手順 15手順

16手順 17手順

前
⑵ネジを取付
　けます。

⑴閉じます。

ストッパー

⑥ディスプレイ
　ブラケットF

⑥ディスプレイブラケットF

⑤ブラケットE

※穴のある方
　が後です。

⑧ケーブルホルダーH　　　　

⑨木ネジI

※木ネジIで任意の位置に固定します。

⑧ケーブルホルダーH
※裏面の剥離紙を剥がして
　からご使用下さい。

使用ボルト

⑨木ネジI（4.2×12）

指などを挟まないように
十分ご注意ください。

大人2人以上で行ってく
ださい。



18手順

壁

⑴高さ1100～1350mmの位置に
　転倒防止金具P-Cを当てて、穴を開ける位置に
　印をつけます。
　

⑵ドリルを使い壁に印をつけた位置に
　直径7mm、深さ40mmの下穴をあけます。

⑶下穴にアンカーP-Fを打ち込みます。 ⑷転倒防止金具P-Cを取付ます。
<コンクリートの壁への取付け>

⑴高さ1100～1350mmの位置に
　転倒防止金具P-Cを当てて、穴を開ける位置に
　印をつけます。
　

⑵ドリルを使い壁に印をつけた位置に
　直径3.5mm、深さ40mmの下穴をあけます。

⑶転倒防止金具P-Cを取付ます。

<木製の芯材がある壁への取付け>

プラスチックハンマー
※アンカーが入り
　にくい場合に
　叩き入れます。

電動ドリル1
1
0
0
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0
m
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タッピングボルトP-Ｅ　

転倒防止
金具P-C

転倒防止金具P-C

アンカーP-Ｆ

タッピングボルトP-Ｅ（M4.8×38）

<横から見た断面図>
壁内部

40mm

穴径7mm

アンカーP-Ｆ

タッピングボルトP-Ｅ（M4.8×38）

壁 壁 壁

電動ドリル

1
1
0
0
～
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5
0
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m

タッピングボルトP-Ｅ　

転倒防止金具P-C

転倒防止
金具P-C

壁 壁 壁

芯材



〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト
CD/BB/KTDaNo

19手順 20手順

通す

壁

⑥ディスプレイ
　ブラケットF

ワイヤーP-A

ワイヤーホルダーP-B

転倒防止金具P-C
ワイヤーP-A

⑴転倒防止金具P-CにワーヤーP-Aを取付けます。

⑵ワーヤーストッパーP-ＤにワーヤーP-Aを通して固定します。

転倒防止金具P-C

ワイヤーP-A

通す

通す

ワイヤーP-A

ワイヤーストッパーP-Ｄ
通す

通す


